
    搬送方法      

＜道具を使用して重量物を持ち上げる＞                              ※注意点！ 

 身近にある道具を上手く利用することで、重量物にはさまれている             ・重量物が持ち上がる方とは対面側は重量物が下がる 

傷病者を救出することができます。                                   ため、木材や土のうなどで対策する。 

 ・バールや鉄パイプ等                                          ・人数が多く集まれば周囲の状況を把握できるような位 

 ・車用のジャッキ                                              置で全体を見れる人を配置する。 

 ・木材                                                    ・バールやジャッキなどで持ち上げたら、それ以上落ち 

 ・土のう                                                    ないように木材や土のうで重量物を安定させる。 

限られた資機材のなかで、みなさんで協力して、けがをした

方や体の不自由な方を助けられる知識をつけましょう！！ 

地域の自主防災訓練等の機会にぜひみなさんで実際にやっ

てみてください。 
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消防署からの豆知識！ 

倒壊家屋等からの救出方法 

木材等で高さを出し、

てこの原理で持ち上げ

る。 

持ち上げた分、落ちないように

木材等を差し込む。 

持ち上げると 

対面側が下がるので注意！ 


